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体
と
な
り
情
報
を
共
有
し
て
空
き
家
利

活
用
を
進
め
る
、
と
い
う
方
向
で
す
。

柿
崎
区
の
方
々
や
柿
崎
に
興
味
を
持
っ

た
方
々
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
も

設
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
空
き
家
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。 

□
地
域
独
自
の
予
算
事
業
が
ス
タ
ー
ト 

地
域
活
動
支
援
事
業
が
終
了
し
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
は
「
地
域
独
自
の
予

算
事
業
」
と
し
て
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
柿
崎
区
は
「
黒
川
黒
岩
ふ
れ
あ

い
事
業
」「
柿
崎
時
代
夏
ま
つ
り
『
下
黒

川
地
区
夏
ま
つ
り
』
事
業
」「
か
き
ざ
き

湖
八
重
桜
広
場
の
八
重
桜
の
植
樹
事
業
」 
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令和 5年度 柿崎区における懸案事項の取り組み 

 
米山の魅力を生かして地域活性化を 
進めます 

□
4
保
育
園
を
統
合
し
新
築 

今
年
度
は
現
・
地
域
協
議
会
委
員
任

期
4
年
の
最
終
年
度
に
な
り
ま
す
。 

昨
年
度
は
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
「
柿

崎
区
内
に
お
け
る
保
育
園
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
き
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
「
区
内

4
保
育
園
を
統
合
し
新
し
い
保
育
園
を

建
設
す
る
」
「
保
育
園
児
が
受
け
る
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
」
こ
と
で
全
委
員

の
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。
3
月
に
中

川
市
長
へ
こ
の
内
容
で
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。 

市
長
か
ら
3
月
31
日
付
で
回
答
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、「
上
越
市
保

育
園
の
適
正
配
置
等
に
係
る
計
画
（
第

4
期
）」
に
登
載
す
る
と
の
こ
と
で
す
。 

□(

仮
称)

か
き
ざ
き
空
き
家 

利
活
用
推
進
協
議
会
を
設
立 

3
年
間
に
わ
た
り
検
討
を
続
け
て
き

た｢

空
き
家
活
か
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

の
結
論
と
し
て
、
民
間
主
体
で
空
き
家

対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

空
き
家
対
応
に
関
係
す
る
団
体
が
主
体

と
な
り
「（
仮
称
）
空
き
家
利
活
用
推
進

協
議
会
」
を
設
立
し
、
行
政
・
民
間
一 

｢

第
6
回
手
し
ご
と･

手
づ
く
り
柿
崎･

上

越
作
品
展｣

の
4
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。 

□
地
域
活
性
化
の
方
向
性 

 

米
山
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
活
性
化 

今
年
度
、
各
地
域
協
議
会
で
は
、「
地

域
活
性
化
の
方
向
性
の
作
成
」
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
柿
崎
区
地
域
協
議
会

に
お
い
て
は
、
「
柿
崎
区
内
の
米
山
と

日
本
海
に
い
だ
か
れ
た
魅
力
の
ま
ち
と

い
う
強
み(

個
性･

特
性)

を
い
か
し

て
、
三
大
薬
師
「
米
山
」
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
、
地
域
を
活
性
化
し
ま
す
」

と
定
め
ま
し
た
。 

さ
て
、
こ
の
方
向
性
か
ら
柿
崎
区
内

に
お
い
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
べ
く

行
動
を
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
地
域
協
議
会
で
も
い
く
つ
か
の
活

動
案
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
柿
崎
区
の

皆
さ
ん
か
ら
も
活
動
案
を
出
し
て
い
た

だ
き
次
年
度
以
降
の
活
動
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

地
域
協
議
会
委
員
や
柿
崎
区
総
合
事
務

所
に
お
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
柿
崎
区
地
域
協
議
会 

会
長 

𠮷
井
一
寛
） 
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4
期
計
画
へ
登
載
す
る
。
な
お
、
保
育
時
間

の
拡
大
等
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
関
し

て
は
、
保
育
園
の
適
正
配
置
と
合
わ
せ
て
検

討
す
る
。 

 

み
ん
な
の
保
育
園
を
考
え
る
会
で
は
、
意

見
書
の
提
出
で
役
目
を
終
え
る
こ
と
な
く
、

引
き
続
き
上
越
市
と
話
し
合
い
を
進
め
な
が

ら
、
保
育
園
の
運
営
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
、
建
設
場
所
は
ど
こ
に
す
る
べ
き
か
な
ど
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。 

（
み
ん
な
の
保
育
園
を
考
え
る
会 

委
員
長 

小
山 

慶) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

を
建
設
す
る
こ
と
。 

・
保
育
園
の
新
築
場
所
に
つ
い
て
は
、
保 

護
者
の
通
勤
等
を
考
慮
す
る
こ
と
。 

・
通
園
バ
ス
の
運
行
時
間
や
便
数
の
増
便

な
ど
、
園
児
の
送
迎
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

２ 

サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
希
望
が
多
か
っ
た

｢

保
育
時
間
の
拡
大
」
「
病
児
・
病
後
児

保
育
の
実
施
」
「
通
園
バ
ス
の
利
便
性

向
上
」「
保
育
士
の
配
置
の
充
実
」
等
を

早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。 

 

【
意
見
書
に
対
す
る
上
越
市
か
ら
の
回
答
】 

（
一
部
抜
粋
） 

市
で
は
、「
上
越
市
保
育
園
の
適
正
配
置
等

に
係
る
計
画(

第
4
期)

」
の
策
定
に
向
け
、

令
和
4
年
度
に
保
育
園
の
現
状
と
課
題
を

ま
と
め
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
適
正
配
置
の
基
本

方
針
を
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
持
続
可

能
な
保
育
環
境
を
整
え
る
」
と
定
め
て
い
る
。 

令
和
5
年
度
は
、
こ
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、

適
正
配
置
の
対
象
と
す
る
園
や
そ
の
方
法
を

検
討
し
、
関
係
者
と
の
協
議
を
経
て
適
正
配

置
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
柿

崎
区
内
の
保
育
園
の
適
正
配
置
に
関
し
て
は
、

意
見
書
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
関
係
す
る
保

護
者
や
地
域
の
皆
様
と
の
協
議
を
整
え
、
第 

区内保育園の今後のあり方に関する意見書を上越市へ提出 

 
大切なことは、子どもたちの保育環境の整備と
受けられる保育サービスの充実です 

3
月
15
日
、
み
ん
な
の
保
育
園
を
考
え
る

会
は
、
区
内
4
保
育
園
の
将
来
的
な
あ
り
方
に

つ
い
て
意
見
書
を
上
越
市
へ
提
出
し
ま
し
た
。 

【
意
見
書
の
内
容
】（
一
部
抜
粋
） 

区
内
4
保
育
園
と
も
建
設
か
ら
37
年
以
上

が
経
過
し
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
園
児
数

も
年
々
減
少
し
定
員
割
れ
を
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
核
家
族
化
や
共
働
き
に
よ
る
家
庭
環

境
の
変
化
、
勤
務
体
系
の
複
雑
化
等
に
よ
り

保
育
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。 

昨
年
6
月
に
区
内
保
育
園
や
、
な
お
え
つ

保
育
園
を
視
察
し
た
。
さ
ら
に
、
11
月
に
は

保
護
者
会
役
員
と
の
懇
談
会
や
保
護
者
会
役

員
に
「
保
育
園
の
あ
り
方
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
、
保
育
園
を
利
用
し

て
い
る
保
護
者
の
考
え
、
意
見
の
聴
取
に
努

め
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
6
割
近
く
の

役
員
が
「
区
内
4
保
育
園
を
統
合
し
新
築
」

と
回
答
さ
れ
、
意
見
交
換
に
お
い
て
も
施
設

の
老
朽
化
や
園
児
数
の
減
少
、
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
等
を
踏
ま
え
、
区
内
の
4
保
育
園
の
統

合
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
も
の
と
考
え
る
。 

以
上
、
子
ど
も
が
よ
り
良
い
保
育
環
境
で

成
長
で
き
る
よ
う
、
次
の
項
目
の
早
期
実
現

を
強
く
望
む
。 

１ 

区
内
の
今
後
の
保
育
園
の
あ
り
方 

・
4
保
育
園
を
統
合
し
、
新
た
に
保
育
園 



【第 50 号】        上越市柿崎区地域協議会だより        発行日 令和 5年 6月 25 日 

 

3 

 

地
域
協
議
会
だ
よ
り
第
48
号
で
は
、
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
糸

魚
川
市
の
「
一
般
社
団
法
人 

空
き
家
活
用
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
糸
魚
川
」
と
十
日
町
市
の
「
十
日

町
市
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
視
察
し
た

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
空
き
家
の
利
活
用

と
移
住
対
策
と
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

ぞ
れ
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
て
、
私
た
ち
柿
崎
空
き

家
活
か
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
し
て
い

る
理
想
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
空
き
家
利
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の

具
体
的
な
活
動
イ
メ
ー
ジ
を
模
索
し
て
い
た

時
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組
に
大
変
刺
激
を
受
け
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

柿
崎
空
き
家
活
か
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
昨
年
度
空
き
家
情
報
の
把
握
と
発
信
に

関
し
て
検
討
を
重
ね
、
令
和
5
年
の
年
明
け

か
ら
は
空
き
家
利
活
用
の
中
心
と
な
る
拠
点

の
整
備
に
関
し
て
視
察
結
果
を
踏
ま
え
た
検

討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
度
に

入
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ま
と
め
の
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
と
め
の
方
針
と
し
て
は
、

空
き
家
利
活
用
を
推
進
す
る
た
め
に
、
業
務

の
受
け
皿
と
な
る
団
体
（
組
織
）
を
設
立
し
、

行
政
と
連
携
し
て
財
源
確
保
の
た
め
地
域
独

自
の
予
算
事
業
の
活
用
を
目
指
し
ま
す
。 

「
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
現
状
を
踏

ま
え
、
空
き
家
の
利
活
用
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図
る
」
と
い
う
大

き
な
課
題
に
対
し
て
、
ま
さ
に
手
探
り
の
状

態
で
こ
こ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
や
次
の
よ

う
な
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
空
き
家
利
活
用
を
推
進
す
る
団
体
の
設
立

ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
段
階
で
は
、
ま
だ
確

定
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
具
体
的
な
こ

と
は
報
告
で
き
ま
せ
ん
が
、
次
号
で
空
き
家

利
活
用
の
業
務
を
行
う
団
体
の
詳
細
や
業
務

の
内
容
等
を
報
告
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

空き家利活用業務を担う団体を設立 ～地域独自の予算事業を活用～ 

【
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
取
組
】 

■
令
和
2
年
11
月 

・
建
築
住
宅
課
担
当
者
を
招
い
て
の
空
き

家
対
策
勉
強
会 

■
令
和
3
年
3
月 

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
及
び
新
規
就
農
者

と
の
意
見
交
換
会 

■
令
和
3
年
9
月 

・
空
き
家
を
利
活
用
し
て
地
域
交
流
の
場

と
な
っ
て
い
る
施
設
の
視
察 

▽
妙
高
市
：
古
民
家
カ
フ
ェ
矢
代 

▽
牧 

区
：
山
の
ホ
ム
サ 

■
令
和
4
年
5
月 

・
町
内
会
長
に
空
き
家
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

■
令
和
4
年
8
月 

・
建
築
住
宅
課
担
当
者
と
の
意
見
交
換
会 

・
空
き
家
支
援
制
度
チ
ラ
シ
を
全
町
内
会

に
回
覧
し
、
空
き
家
所
有
者
に
送
付 

・
空
き
家
を
住
ま
い
と
し
た
移
住
者
か
ら

の
聴
き
取
り
調
査
の
開
始 

■
令
和
4
年
11
月 

・
地
域
活
性
化
を
担
う
拠
点
の
視
察 

▽
一
般
社
団
法
人 

空
き
家
活
用
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
糸
魚
川 

▽
十
日
町
市
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ 

（
柿
崎
空
き
家
活
か
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会 

委
員
長 

蓑
輪
和
彦) 

 
染織資材卸売業社の空き倉庫を活用したコワー
キングスペース（十日町市） 
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６ 
｢

米
山
・
柿
崎
」
ブ
ラ
ン
ド
化 

地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
む
旗
印
と
し
て
「
米
山
・
柿
崎
」

を
掲
げ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
企
業

の
参
加
等
を
促
進
し
、
柿
崎
区
の
自
治
力
を
高

め
ま
す
。
米
山
・
柿
崎
の
親
し
み
や
す
い
ロ
ゴ

を
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
・
地
産
品
に
活
用
し
ま
す
。 

今
後
は
地
域
独
自
の
予
算
事
業
へ
つ
な
げ
る
た

め
、
新
た
に｢

明
日
へ
つ
な
ぐ
事
業
検
討
委
員
会
」

を
設
け
、
関
係
各
所
と
の
調
整
を
進
め
ま
す
。
地

域
独
自
の
予
算
事
業
は
、
2
人
以
上
の
団
体
で
あ

れ
ば
取
組
を
提
案
で
き
ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
へ
。 

（
明
日
へ
つ
な
ぐ
事
業
検
討
委
員
会
） 

委
員
長 

小
出 

祥
世
） 

「
地
域
活
性
化
の
方
向
性
」
に
つ
い
て
、
昨
年
8
月

か
ら
6
回
の
議
論
を
重
ね
、
3
月
14
日
に
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

〇
柿
崎
区
の
地
域
活
性
化
に
向
け
て 

・
柿
崎
区
の
米
山
と
日
本
海
に
い
だ
か
れ
た
魅
力

の
ま
ち
と
い
う
強
み
（
個
性
・
特
性
）
を
い
か

し
て
、
三
大
薬
師
「
米
山
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
、
地
域
を
活
性
化
し
ま
す
。 

○
構
成
要
素 

１ 

発
信 

米
山
・
田
ん
ぼ
・
山
か
ら
の
景
観
、
史

跡
な
ど
の
魅
力
を
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
等
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
広
く
発
信
し
ま
す
。 

２ 

交
流
・
イ
ベ
ン
ト 

米
山
の
豊
か
な
自
然
を
生

か
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
サ
ウ

ナ
な
ど
若
者
と
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
ま
す
。
伝
統
を
大
切
に
、「
米
山
・
柿
崎
」
を

掲
げ
、
各
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
、
祭
り
な
ど
の
連

携
を
推
進
し
ま
す
。 

３ 

産
業 

米
山
の
豊
か
な
水
を
生
か
し
た
、
山
・

里
・
海
の
地
産
品
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。 

４ 

暮
ら
し 

米
山
と
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
の
中

で
、
子
育
て
環
境
の
充
実
、
空
き
家
の
活
用
な

ど
を
図
る
こ
と
で
移
住
・
定
住
を
促
進
し
ま
す
。 

５ 

文
化 

米
山
を
核
に
史
跡
や
伝
統
文
化
を
発

掘
・
継
承
し
、
広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
郷
土

愛
を
育
て
ま
す
。 

  （
地
域
活
性
化
の
方
向
性
の
作
成
検
討
会 

委
員
長 

小
出 

祥
世
） 

【
編
集
後
記
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
扱
い
が

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同

じ
「
5
類
相
当
」
と
な
り
ま
し
た
。
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
油
断
は
で
き
ま
せ

ん
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

柿
崎
区
地
域
協
議
会
で
は
、
「
明
日

へ
つ
な
ぐ
事
業
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
柿
崎
区
の
地
域
活
性
化
に
向
け

て
、
地
域
独
自
の
予
算
事
業
の
協
議
を

始
め
ま
し
た
。
大
き
な
課
題
で
す
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
力
、
知
恵
を
い
た

だ
き
形
の
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
白
井 

一
夫
） 

米山を宝に！「地域活性化の方向性」を決定 

編
集
委
員
長 

中
村 

誠 

編
集
委
員 

白
井
一
夫 

武
田
正
教 

蓑
輪
和
彦  

𠮷
井
一
寛 

𠮷
村 

正 

 

柿崎区の主なうごき（令和 5年 4月～6月） 
 

開催月日 実施項目 

4月18日 第 1 回地域協議会 

4月25日 第28回空き家活かそうプロジェクト会議 

5月15日 第 1 回明日へつなぐ事業検討委員会 

5月23日 第 2 回地域協議会 

5月23日 第29回空き家活かそうプロジェクト会議 

5月30日 (仮称)かきざき空き家利活用推進協議会 

設立準備説明会 

6月16日 空き家利活用推進協議会設立準備委員会 

6月19日 第 3 回地域協議会 

6月19日 第 2 回明日へつなぐ事業検討委員会 

 

地
域
協
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

開
催
日
程
は
、
防
災
行
政
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
柿
崎
区

総
務･

地
域
振
興
グ
ル
ー
プ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

Ｔ
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０
２
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１ 


